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研究成果の概要（和文）：本研究では、無垢の木材を使用する住宅を新築予定の実住宅を対象に、工事前の現状
（冬期）、新築入居直後の冬期、新築入居後の夏期、新築入居1年後の冬期と経時的に住環境測定と居住者全員
の心理・生理反応等の調査を行った。4年間で42世帯、155名が調査対象となった。合計4回訪問する追跡調査を
行うため、一部調査が残っている世帯があるが、中間的なデータ解析からは、シックハウス症候群の症状、精神
健康状態、睡眠状態において、新築木造住宅入居後に改善傾向がみられ、冬期の収縮期血圧が有意に低下した。
また、新築木造住宅では、多くの住宅で冬期の室内の最低温度が旧住宅に比べて高くなり、一日の変動幅も小さ
くなった。

研究成果の概要（英文）：We surveyed indoor environmental quality and human psychological and 
physiological responses in a newly built wooden house. The surveys were conducted four times: 
previous residing house in winter, newly built wooden house in winter and summer, and one year after
 new construction. 42 houses and 155 occupants were targeted during the survey. Although the surveys
 are continued, the interim analyses suggested that symptoms of sick building syndrome and status of
 mental health and sleeping were improved in the newly built wooden house. Systolic blood pressure 
was significantly decreased. In addition, indoor temperature during winter was increased in the 
newly built wooden house compared to previous residing house. The daily fluctuating range in indoor 
temperature was decreased in the newly built wooden house.

研究分野： 衛生・公衆衛生学、健康リスク評価学、疫学

キーワード： 木質　室内環境　心理　生理　縦断研究

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
中間的なデータ解析ではあるが、同じ集団を追跡する縦断調査において、シックハウス症候群の症状、精神健康
状態、睡眠状態に関して新築木造住宅入居後に改善傾向がみられ、冬期の収縮期血圧が有意に低下した。また、
新築木造住宅では、多くの住宅で冬期の室内の最低温度が旧住宅に比べて高くなり、一日の変動幅も小さくなっ
た。これらの結果は、無垢の木材を使用した住宅の保温性向上や木材から放散するテルペン類などによるリラク
ゼーション効果などが関連していることが仮説としてあげられ、快適空間や健康維持増進または健康改善に役立
つ居住空間作りにつながる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
日本の伝統的な住宅は、旧来より木造住宅であり、内装材には無垢材等の自然素材が汎用され

ていた。しかしながら、高度経済成長に伴い、省エネの観点から高気密高断熱性能が住宅に要求
され、短期間で施工できる工業化住宅が普及し、工業的に生産された新建材が内装材に多用され
るようになった。このことにより、高性能・高機能住宅が開発され、我々の生活が便利で豊かに
なった。そしてさらに、世界に先駆けて超高齢社会を迎える日本の健康長寿社会を実現するため
には、疾病を予防し、健康を維持増進できる性能が住宅に求められている。 
我々は、伝統的な木質内装の住宅に古来より居住する中で、木材とはある一定の関係を保持し、

良質な関係を構築してきたと考えられる。そのため、1990 年代にシックハウス症候群が社会問
題化する中で、症状改善に対する科学的エビデンスがほとんどないにも関わらず、無垢の木材を
用いた対策が数多く行われてきた。近年、アレルギー疾患や精神疾患が増えているが、その原因
として、住宅建材に使用されてきた工業化学物質や社会ストレスが想定されており、発症あるい
は症状増悪の要因に関するいくつかの科学的エビデンスが近年見受けられている。しかしなが
ら、木質住環境が室内環境にもたらすどのような質的変化が居住者の症状改善や健康増進に寄
与しているのか、科学的な検証はほとんどなされてこなかった。 
木造建築等の意義や効能に関する研究は多く実施され、湿度等への影響や、揮発成分（香り）

の効果として免疫力やリラクゼーション効果等が報告されている。しかしながら、これらの効果
は、揮発成分吸引直後の急性反応や実空間における短時間滞在時の評価によるものである。実居
住空間における住まい方を鑑みれば、長期間における室内環境の質的状況や居住者の心理・生理
反応を把握する必要があるが、このような研究はこれまでみあたらない。 
 
２．研究の目的 
  
 本研究では、長期的な実住宅における効果に着目し、無垢材等を使用した新築木造住宅を建築
予定の方を対象に、室内環境の質的変化と居住者の健康状態について、既存住宅における現状把
握から新築木造住宅入居後の状態までを経時的に調査する。長期的な縦断調査を通して無垢材 
等の自然素材を使用した住宅の居住性に及ぼす効果を明らかにし、健康維持増進や室内環境改
善における木質住環境の作用効果を実住宅で検証する。 
 
３．研究の方法 
本研究では、無垢の木材を使用する住宅を建築予定の実住宅を対象に、工事前の現状（冬期）、

新築入居直後の冬期、新築入居後の夏期、新築入居 1年後の冬期と経時的に住環境測定と研究に
同意していただいた居住者全員の心理・生理反応等の調査を行う。無垢材等の自然素材を使用し
た住宅での室内環境の特徴や、住環境の変化が居住者の健康状態等に及ぼす影響を明らかにす
る。データとしては、木質住環境の測定データ（室内外の温度・相対湿度・二酸化炭素濃度のモ
ニタリング、アルデヒド類・脂肪族／芳香族炭化水素類等の揮発性有機化学物質濃度、木材に由
来するテルペン類の濃度、真菌濃度等）および居住者のシックハウス症状やアレルギー等の健康
状態、精神健康状態、睡眠の状況等やそれに関連する生体試料（ストレスや粘膜免疫応答の指標
である唾液中 IgA 等）を収集する。また、建物に使用される材料の仕様や建築図面等の資料を入
手し、収集したデータとの関係を把握する。なお、研究の途中から栄養摂取状況の調査、血圧・
脈拍数・身長・体重・体組成の測定を追加した。 
本研究はヒトを対象とした研究を含むことから、研究計画に関しては、近畿大学医学部倫理委

員会において承認手続きが終了している（承認番号 29-081）。 
 
４．研究成果 
本研究期間の 4年間における調査地域は、愛知県、東京都、愛媛県、福岡県、新潟県、埼玉県、

栃木県と広範囲の地域で調査を実施した。また、木質住環境の測定データ、居住者の健康状態、
精神健康状態、睡眠の状況、栄養摂取状況等やそれに関連する生体試料、血圧・脈拍数・身長・
体重・体組成の測定、建物に使用される材料の仕様や建築図面等の資料の収集及びデータ化を計
画通り実施した。4年間で 42 世帯、155 名が調査対象となった。合計 4回（現住居の冬期、新築
入居直後の冬期、新築入居後の夏期、新築入居 1年後の冬期）訪問する追跡調査を行うため、一
部調査が残っている世帯があるが、中間報告の結果をとりまとめて雑誌で報告を行った。 
新築木造住宅に入居してからは、温度や湿度の調節がしやすくなっており、温度と湿度を測定

した結果からも、多くの住宅で冬期の室内の最低温度が旧住宅に比べて高くなり、一日の変動幅
も小さくなっていた。おそらく住宅の断熱性が向上したためと思われる。部屋の臭いも新築木造
住宅の方が心地よく、木の香り成分が多く検出された。１年後の調査でも木の心地良いにおいが
継続して感じられていた。温かみのある雰囲気も新築木造住宅で感じられていた。シックハウス
症候群の症状、精神健康状態、睡眠状態も、新築木造住宅入居後に改善傾向がみられた。アンケ
ートの自由記載では、木の床が気持ちいい、素足でいることが増えた、といった回答もみられた。



また、血圧値を比較すると、収縮期血圧の平均値は、新築木造住宅入居後に有意な低下がみられ
た。この結果は、無垢の木材を使用した住宅の保温性向上や木材から放散されるテルペン類など
によるリラクゼーション効果などが関連していることが仮説としてあげられる。 
今後は、経時的な調査が残っている世帯の継続調査を行い全体的な解析を実施する。また、慢

性的な疾病に対する改善効果を把握するために 5年後等の追跡調査を行う予定である。 
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